
学校で教える内容の見直しが進められています 

校長 倉見 淳 

 全国の学校で教える内容には，「基準」となる全国共通のルールがあります。それは，文部科学省が定

めている「学習指導要領」です。昔は教えられていなかった小学生の「英語」の授業があるのも，この

学習指導要領で決められているためです。教科書などもこの学習指導要領をもとに作られています。こ

れの良い点は全国共通の「基準」であるということです。引っ越しをして他の都道府県に学校が変わっ

たときでも指導される内容は変わらないという良さがあります。 

 学習指導要領は，ほぼ１０年に１回その内容が見直しされます。その理由は，「社会の激しい変化に合

わせて，子どもたちに必要な資質や能力について見直しを行うため」です。現在の学習指導要領による

指導は２０２０年（令和２年）から実施され，今年度で６年目となっています。その内容の特徴として

は，小学校では３，４年で「外国語活動」，５，６年で「外国語」の授業が行われるようになったことや，

「道徳」が教科化され教科書を使って授業が行われるようになったことがあげられます。 

計画では，次の学習指導要領の改訂は２０３０年度となっています。文部科学省では，そのための準

備が始まっており，先日議論の中間まとめ（「論点整理」）が行われました。これは，国が行っている「次

の１０年間の教育の方向性を決めるための議論の途中内容」ということになります。今の多くの小・中

学生はこの新しい学習指導要領の内容で学習することになります。 

ところで，新しい学習指導要領の内容はどんなものになっていくのでしょうか。論点整理のなかで現

在話し合われている内容で，特徴的なものを紹介します。 

■中学校の「技術・家庭科」がなくなり，「情報・技術科」（仮称）と「家庭科」になります。 

  中学校の教科で長年セットだった「技術・家庭科」が独立しそうです。そして，技術科に「情報」

の内容が拡充されるようです。これは，デジタル社会において「情報の科学的な理解」や「ネット

ワークの仕組み」を学ぶ重要性が高まっているためです。内容には，「生成ＡＩとの付き合い方」

「ネットワークとセキュリティ」「高度なプログラミングとデータ活用」などが想定されます。 

■「調整授業時数制度」による学校裁量の時間が拡大されます。 

  これまでの学習指導要領は「この教科は何時間やる」というルールが厳格でした。これを学校の

判断で調整できるようになります。これは，国が定めた標準授業時数の最大１割程度を，学校が独

自に別の学びに振り替えられる仕組みになります。これによって，子どもたちの学校生活は，次の

ように変わる可能性があります。 

 ○「探究の時間」が増える 

「月曜日の午後は，すべて『ふるさと珠洲科』の探究の活動を行う」といった，教科の枠を超

えた長い活動時間が確保できるようになります。 

 ○学習の「個別最適化」のための時間ができる 

一斉で行う授業を少しずつ短縮し，残りの時間を「自分の苦手をＡＩドリルで克服する時間」

や「得意な分野を追究する時間」に充てることができるようになります。 

 上記の点等については懸念される課題等もあるようです。文部科学省には，今後さらに議論を重ね，

子どもたちに必要な資質・能力がより育成させられる基準としていただきたいと思います。 
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◇秋ランド・おもちゃランド １・２年生 

１２月２２日（月）の４限目に，１年生の『秋ランド』と

２年生の『おもちゃランド』を合同開催しました。１年生

は，秋に収穫したどんぐりや葉っぱなどを使って，けん玉や

マラカスなどを作りました。２年生は，身近な材料を使っ

て，動くおもちゃ作りをしました。１年生は２年生，２年生

は１年生が楽しめるおもちゃを作ることを目標に準備してきま

したが，その目標はしっかり達成することができました。せっ

かく作ったおもちゃなので，昼休みには，他の学年の人にも遊

んでもらいました。いつもはお世話をしてもらうことが多い低

学年ですが，この日は，上級生におもちゃの説明をする貴重な

姿が見られました。 

 

◇シャトルランで体力アップ  前期課程 

１２月２２日（月），前期課程の児童がシャトルランを行

いました。音に合わせて，２０ｍの距離を往復します。音は

次第に速くなっていきます。今回は，青潮団，桜団に分かれ

て行いました。以前に取り組んでいた「ラララ RUN」も体力

アップの一環です。その成果も期待していたところです。記

録が伸びた子もそうでなかった子も皆，あきらめずに頑張る

姿が光っていました。また，一生懸命応援する姿も素敵でし

た。 

 

◇３学期スタート！ 全校児童生徒 

１月８日（木）３学期の始業式が行われました。当日は皆

さんの元気な姿を見ることができ，大変うれしく思いまし

た。始業式では，校歌斉唱の後，校長先生より次のようなお

話がありました。「２０２６年もの干支は？ 午年です。そ

の意味は，新しいことに挑戦し，大きな飛躍をする年です。

皆さんも今年，とりわけ今学期，５０日あまりしかない学期

ですが，目標をもち，その目標に向けて一生懸命に取り組

み，成果を出してほしいです。」と。また，「３学期は０学期とも言われ，今年度の振り

返りとまとめをするとともに，来年度への準備をする期間でもあります。今年度をしっか

りと振り返り，次年度に向けてしっかり準備をしましょう。」とお話がありました。真剣

に校長先生のお話を聞き，気持ちを整理し，このあとの学校生活について考えることがで

きたようです。 



◇校内書初め大会 全校児童生徒 

 １月８日（木）午後から，全校で書初め大会を行いまし

た。１・２年生は硬筆，３年生以上は毛筆でした。今年にか

ける思いを込めながら，真剣に取り組みました。これまでの

練習の成果を発揮することができたでしょうか。取り組んで

いる時の集中力はとても素晴らしかったです。１月１６日

（金）まで，各教室で書初め作品を展示しました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

◇小豆について学びました！ １・２年生 

１月９日（金），今井さんを講師にお招きし，「小豆」の

授業をしていただきました。珠洲大納言小豆の作り方，由来

等，本当に詳しく教えていただきました。児童たちも熱心に

お話を聞いたり，わからないことを質問したり，今井さんの

質問に答えたりして，たいへん有意義な時間になりました。

お忙しい中，たくさん教えていただき，ありがとうございま

した。ここで学んだことを「ふるさと珠洲科学習発表会」に

も生かしていきます。 

また，１月１６日（金）に，収穫した小豆を使ってぜんざ

い作りをしました。地域の濱野さん，公民館主事の前田さん

から，調理の過程で気を付けることなど詳しく教えていただ

き，たくさんの発見がありました。温かいぜんざいは，甘く

て，心もぽかぽかしました。お忙しい中，ご協力いただき，

ありがとうございました。 

 

◇ 学習オリエンテーション 前期課程・後期課程 

１月１３日（月），３学期の授業や学習の取組へ向けて，前

期・後期それぞれで，オリエンテーションを行いました。担当

の先生が，わかりやすく説明し，今学期につけてほしいこと，

がんばってほしいことなどをみんなで共通理解しました。学習

オリエンテーションは，本校の目標である『自律的な学習者』

をめざして，毎学期に行っています。児童生徒と教職員が取組

を共有することを大切にして取り組んでいます。

校内書初め大会入選者 

１年 石山  凛  ５年 平藏 柑奈 

２年 岡田 笑果  ６年 地原  凜 

３年 吹上 結莉  ８年 中口 翠優 

４年 上野 陽翔  ９年 野田 閃児 

 

 



 

 
１ 日 市 PTA 連合会家庭教育委員会

研修会１０：００～１２：００ 
本校体育館にて 

２ 月 振替休業日（１月３１日分） 
３ 火 安全点検 

読書ボランティア 
４ 水 全校集会 
５ 木 みつけウィーク～２０日 
６ 金  
７ 土  
８ 日  
９ 月 宿泊体験学習 ５・６年生 

第３回チャレンジ週間・自学教
科指定週間～１３日（前期課程） 
公立高校推薦入試 

１０ 火 宿泊体験学習 ５・６年生 
１１ 水 建国記念の日 
１２ 木 期末テスト（９年生） 

ブロック集会 
１３ 金 期末テスト（９年生） 

なわとび大会（前期課程） 
令和８年度新入生説明会・おま
ねき会 

１４ 土  
１５ 日  
１６ 月 第２回学校関係者評価委員会 

第２回宝立共同調理場運営委員
会 

１７ 火 運動・スポーツ習慣化促進事業 
１８ 水 小中別集会  
１９ 木 たからっ子検定（漢字） 

第３回チャレンジ週間～２６日
（後期課程） 
集金日 

２０ 金 集金日 
２１ 土  
２２ 日  
２３ 月 天皇誕生日 
２４ 火  
２５ 水 児童生徒集会  

令和８年度新７年生進級説明会
（新７年生保護者） 

２６ 木 期末テスト（８年生） 
２７ 金 期末テスト（８年生） 
２８ 土  

２月の行事予定 ◇珠洲の海藻について ８年生 
 
１月１５日（木），石川県水産総合センター

の池森さんを講師にお招きし，昨年度から学
習している珠洲の海藻について現在の状況を
教えていただきました。震災から２年，土地
の隆起，土砂の流入，加工する施設の状態な
どによって，海藻の数や珠洲の産業にどのよ
うな影響が出ているのかを学ぶことができま
した。お話を聞いた後は，レジンクラフトづ
くりに挑戦！今後は，珠洲の海藻を広めるた
めに自分たちにできることに取り組んでいき

ます。お忙しい中，教えていただきありがと
うございました。 

◇珠洲焼の学習 ５・６年生 

 珠洲焼作家の折坂さんを講師にお招きし，

珠洲焼についてお話を聞いたり，質問したり

しました。珠洲焼に対する想いがとても熱く，

これからの珠洲焼が珠洲市の産業として残る

ためにはどうしたらいいのか，折坂さんの想

いを聞くことができました。折坂さんの作品

を拝見することができ，改めて職人さんの技

術の凄さを実感したようです。お忙しい中，

教えていただきありがとうございました。 

 
◇能登少年自然の家出前講座 

 前期ブロック 
１月２０日（火），自然の家の出前講座で，

壁飾りと凧づくりをしました。職員の方２名
が来てくださり，材料の貝のこと，たこの由
来やしくみなどについて，分かりやすく教え
てくださいました。とても楽しい時間となり
ました。ありがとうございました。 

 

～おめでとうございます～ 
☆第７５回社会を明るく運動作文コンテスト 

 中学生の部優秀賞 北陸中日新聞代表賞 

   ８年 谷内 麗奈 

☆珠洲市スペリングコンテスト合格 

   ８年 坂尻 優成  谷内 麗奈 

   ９年 谷中 智美 


